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10月15日
沖名長崎に鎮座する
沖名八幡神社にて花
採太刀踊りが奉納さ
れました。

10月18日
本郷妹背に鎮座する宇
佐八幡宮にて花採踊り
が奉納されました。

11月14日
長畑尼ヶ谷に鎮座
する四社神社にて
こおどりが奉納さ
れました。

11月15日
小村神社にて秋の秋季例大祭
が行われました。今年は小村
自治会がお頭家で、頭家祭り
の後おなばれをして神慮を慰
め奉ると同時に安全・繁栄を
祈願しました。
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野村　豊志　様　102歳

　日高村では敬老の日にあたり、村長がご長寿の方（100歳以上）
を訪問しお祝いを述べました。みな様の幾久しきご健勝とご多
幸をお祈り致します。

細川　花行　様 吉村　シケノ　様
101歳 101歳

山中　美代　様 横山　兼義　様
101歳 100歳

正岡　喜久爲　様 北添　登喜　様
100歳 100歳

青木　安惠　様
101歳

ございます

消防団秋季演習開催

　11月13日（日）、日高村総合運動公園におい
て、消防団秋季演習が開催されました。
　当日は、日高村消防団全団が集まり、午前
に礼式訓練、機関員取扱訓練、午後には、民
間業者を招いて水浄化装置のデモンストレー
ションや調整池を利用して送水訓練を実施し
ました。礼式訓練では、全団員で行進訓練な
どを行いました。また、午後からは本部及び
各分団間での無線を用いて送水訓練を行い、
団員からは『無線通信がうまく出来なかった』
など多くの反省点が出るなど、今後の活動に
ついての改善点などが活発に議論されていま
した。

日高村
最高齢
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11
月
３
日（
木
）、
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第
33
回
日
高
村
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
濱
田
征
幸
さ
ん
が
日
高
村
功
労
賞
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
梶
村
長
よ
り
表
彰
状
・
メ
ダ
ル
・
記
念

品
が
授
与
さ
れ
、
濱
田
さ
ん
か
ら
「
周
囲
の

皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
励
ま
し
が
あ

り
受
章
で
き
た
。
今
後
、
村
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」
と
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

濱
田
さ
ん
は
、
永
年
の
消
防
防
災
活
動
へ

の
多
大
な
功
績
に
よ
り
、
春
の
叙
勲
・
瑞
宝

双
光
章
も
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
か
さ
ね
て
受

章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

濱
田
征
幸
氏　

栄
え
あ
る
日
高
村
功
労
章
を
受
章

第33回　日高村表彰式

　

10
月
7
日（
金
）、
高
知
会
館
に
て
「
県
民

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
川
瀬
卿
宥
さ
ん

が「
平
成
23
年
度
高
知
県
防
犯
功
労
者
表
彰
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
瀬
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
日
高
地
区
地

域
安
全
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成
18
年
か

ら
は
日
高
地
区
地
域
安
全
推
進
員
8
名
の
班

長
と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
を
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
中
実
施
行
事
や

日
高
地
区
に
お
け
る
地
域
安
全
活
動
を
は
じ

め
、「
通
学
路
安
全
の
日
」
に
は
、
通
学
路

に
お
い
て
見
守
り
活
動
を
行
う
な
ど
、
子
ど

も
の
安
全
確
保
に
も
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

平成23年度

高知県防犯功労者表彰受章

おめでとう　

防火パレード実施

　このほど秋の火災予防週間に合わ
せ、村内の２保育園（11/11日下保育園、
11/14加茂保育園）の園児たちによる防
火パレードが実施されました。日下保育
園児・加茂保育園児による防火パレード
では元気な声で「防火の誓い」や「火の
用心の歌」が披露され、保護者や地域の
方から温かい拍手を受けていました。
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　11月 3日（木）、社会福祉センターにて、第17回日高村文化祭が開催されました。当日は
多くの人で賑わい、参加された方々は日頃の練習の成果を思う存分発揮しました。伝承文化
の舞や日舞、ダンス、剣詩舞に詩吟、琴、朗読劇など幅広い分野での発表で観客を魅了して
いました。

日高村文化祭開催第 17 回
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　10月30日（日）、村民運動
会が開催されました。天気
はあいにくの雨でしたが、
日下小学校体育館にて、規
模を小さくしての運動会を行
いました。外で行うのとは一風違
う、体力測定を取り入れた競技の数々が行われ、
特に、競技の中の日高音頭では、体育館いっぱい
の輪になるほどの参加があり、また、地区対抗競
技では白熱した戦いとなりました。

　村民運動会へご参
加・ご協力頂きました
皆様、ありがとうござ
いました！

今年の優勝チームは
沖名地区でした!

秋  の舞台芸術鑑賞会
　11月8日（火）、日下小学校体育館にて、オペラ
歌手人材育成団体、関西二期会による日下小・能
津小学校との合唱が披露されました。男性合唱に
よるアカペラ、女声合唱による輪唱、また、猫の
鳴き声の二重唱など、さまざまな合唱が披露され
ました。また、事前に課題曲を練習をしていた日
下・能津小学校の子
ども達と一緒に、す
ばらしい合唱も披露
されました。
　普通のコンサート
では味わえない、子
ども達・観客者達と
一体になった舞台で、
芸術を深める日とな
りました。

　

福
島
原
発
事
故
で
、
水
素
爆
発

で
建
屋
上
部
が
吹
っ
飛
ぶ
状
況
を

テ
レ
ビ
で
見
た
時
は
、
あ
の
津
波

の
猛
威
と
は
別
種
の
恐
怖
を
覚
え

た
こ
と
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
唐
突
に
浮
ん
だ
の

は
、
昔
〝
毎
日
新
聞
〞
が
囲
み
記

事
で
『

パ
ン
ド
ラ
の
箱
（
原

子
力
と
そ
の
平
和
利
用
の
理
解

の
た
め
に
）』
と

題
し
て
載
せ
た
、

70
回
に
及
ぶ
記

事
の
記
憶
で
し

た
。
い
つ
頃
の

こ
と
だ
っ
た
か

も
忘
れ
て
い
た

が
、
読
み
返
し

た
古
紙
の
日
付

は
昭
和
30
年
と

教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
物

語
り
は
、
放
射
能
発
見
か
ら
原
子

炉
・
原
発
ま
で
の
道
程
を
て
い
ね

い
に
案
内
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
パ
ン
ド
ラ
」
は
ギ
リ
シ
ャ
神

話
中
の
人
類
最
初
の
女
性
。
火

の
使
用
を
知
っ
た
人
間
が
高
慢
に

な
っ
た
た
め
、
災
い
の
詰
ま
っ
た

箱
を
持
た
せ
て
神
が
地
上
に
送
っ

た
女
。
彼
女
が
好
奇
心
か
ら
こ
の

箱
を
開
け
た
の
で
、
地
上
に
は
不

幸
が
広
が
り
「
希
望
」
だ
け
が
箱

の
底
に
残
っ
た
と
い
う
。

　

最
後
の
70
回
で
は
、『
こ
の
物

語
り
を
神
話
に
な
ぞ
ら
え
る
と
、

新
し
い
パ
ン
ド
ラ
の
箱
は
原
子
核

で
、
最
初
原
爆
と
い
う
不
幸
の
兵

器
に
お
び
え
た
こ
と
は
、
パ
ン
ド

ラ
の
箱
か
ら
ま
ず
噴
出
し
た
罪
悪

と
禍
根
に
な
ぞ

ら
え
る
事
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

パ
ン
ド
ラ
の
箱

の
底
に
希
望
が

残
っ
て
い
た
よ

う
に
原
子
核
も

無
限
の
希
望
を

た
た
え
て
い
る

こ
と
は
申
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ

ん
』
と
祈
り
を

こ
め
て
む
す
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
か
ら
56
年
経
て
、
わ

が
国
で
も
数
多
く
の
原
発
が
稼

働
し
て
い
る
現
況
の
中
で
起
き
た

今
回
の
事
故
は
私
に
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
・
平
和
・

ふ
る
さ
と
・
な
ど
、
な
ど
。

 

（
参
）

大
おお

手
て

・搦
からめ

手
て

大手（大手門）・搦め手（裏門）にち
なんで編集委員が所感・雑感をあら
ゆる方角から述べるコーナーです。

パンドラ
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１．人件費の状況（普通会計決算）
区　分

住民基本台帳人口
（年度末）

歳出額Ａ 歳入額 人件費Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
21年度の人件費

22年度 5,692人 4,922,305千円 5,016,629千円 508,224千円 10.1％ 15.1％

２．職員の給与費の状況（普通会計決算）（その他の会計：簡水会計１名、国保会計３名、介護会計１名は除く）
区　分

職員数
Ａ

給　　与　　費 １人当たりの給与費

給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　計　Ｂ （Ｂ／Ａ）

22年度 56人 212,702千円 20,877千円 78,112千円 311,691千円 5,566千円

３． 職員の平均給料月額および平均年齢
の状況

職　　種 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 317,641円 42.11歳

５．一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計
標準的な職務内容 主事 主事 主幹 係長

主任
課長補佐・教育次長補佐・
室長・館長・主監

課長・会計管理者・
教育次長・局長

23年度職員数 ７人 ４人 ９人 18人 ８人 ７人 53人
構成比 13.2 7.5 17.0 34.0 15.1 13.2 100

６．職員手当の状況
区　　　分 日　　　高　　　村

期末手当・勤勉手当
（22年度支給割合）

６月期
12月期

期末手当
1.25月分
1.35月分

勤勉手当
0.7 月分
0.65月分

計　 2.6 月分 1.35月分
　（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　役職加算　　５％～15％

日高村職員・特別職の給与を公表します
　「日高村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定に基づき、職員の給与、

定員管理の状況等についてお知らせします。

４．職員の初任給の状況
初任給の

状況

区　分 学　歴 一般行政職

23年４月１日
現在

高校卒 140,100円
大学卒 161,600円

次ページへ続く
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日
時　

12
月
16
日（
金
）
13
時
〜
15
時

場
所　

日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左

記
の
仕
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
か

ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。①

国
・
県
・
村
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の

仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け

て
行
っ
て
い
る
仕
事

12
月
の
行
政
相
談

お気軽に

　ご相談ください。
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎ 

24

－

５
１
１
３

退職手当
（平成23年４月１日）

自己都合 定年・勧奨

勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

※期末手当・勤勉手当の支給率は国と同じです。
（注）退職手当については、高知県市町村総合事務組合に加入し、退職者には当該組合より支給されています。

時間外勤務手当 22年度
支　給　総　額 7,672千円

職員 1人当たり支給年額 145千円

区　分 内　　　　　　容

扶養手当
配偶者 月額13,000円、　配偶者以外 月額6,500円、　配偶者のいない職員の扶養親族の１人目 月額11,000円
扶養親族の内15歳に達する日以後の年度初めから22歳に達する日以後の年度末迄の間にある子１人につき月額5,000円を加算

住居手当 ①借家、借間居住者　　最高支給限度額　27,000円　　

通勤手当
①交通機関利用者　　定期券又は回数券等による運賃等相当額　最高支給限度額 　55,000円
②交通用具使用者（片道２km～ 60 km超）　2,000円～24,500円

扶養手当・住居手当・通勤手当は国と同じです。

７．特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 給料月額等 期　　末　　手　　当

給　

料

村長 614,000 村長・副村長・教育長
（支給割合　100％）

６月期　　1.25月分
12月期　　1.35月分
　計　　　 2.6月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
　役職加算　　　15％

議長・副議長・議員
（支給割合　100％）

６月期　　1.25月分
12月期　　1.35月分
　計　　　 2.6月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
　役職加算　　　15％

副村長 522,000

教育長 503,000

報　

酬

議長 249,000

副議長 199,000

議員 180,000
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　住所が変更になった場合や世帯構成に変更があった場合に届出をします。ご本人の申告に
よって正確な住民記録が成り立っており、選挙人名簿登録や行政・福祉サービスなどの権利・
義務などにつながる大変重要な届け出です。

●異動届の種類
　大きく分けて４種類・・・
　転入・転出・転居・世帯変更（世帯分離・合併・主変更）

住
民
課

届け出に必要なもの 届出期間 注意事項

◆
転
入

村外からの転入の場合
•転出証明書（前住所地から発行されたもの）
•印鑑
•本人確認書類（注１）

国外からの転入の場合
•転入される全員のパスポート
［本人確認及び入国日確認］
•戸籍全部事項証明書（謄本）
［氏名の文字を確認］
•戸籍の附票
［最終住民登録地を確認］
※ パスポートで入国日が確認できない場合は、
入国日が記載された航空券（搭乗券）・荷
物のタグ等もあわせてご持参ください。

村内に引越しされて
きた日から14日以内

•新しい住所地で生活を始めてから
の受付となります。

•転入届をした日から住民票、印鑑
証明書の発行が可能です。（印鑑
登録はご本人様の場合のみ即日登
録・発行が可能です。実印をご持
参ください。
　代理人による登録・交付申請に
ついては広報８月号をご覧くださ
い）

◆
転
居

•印鑑
•本人確認書類（注１）

村内の新しい住所地
に引越しされてから
14日以内

•印鑑登録証は引き続きご使用頂け
ます。

◆
転
出

村外へ転出の場合
•印鑑
•本人確認書類（注１）

国外への転出の場合
　外国での生活が１年以上になる場合は届け
出が必要です。

村外の新しい住所地
に引越しされる14日
前から

•住民票は転出予定日の前日まで交
付できます。
•印鑑登録証は転出日より使用でき
なくなります。印鑑証明書の発行
は転出予定日の前日まで交付でき
ます。

◆
各
種
手
続
き

　住所変更の際には、該当する資格や加入者の方は各課での手続きが必要です。詳しくは事前にお問い合
わせください。
＜住民課＞　☎ 24‒5111
国民健康保健加入の方…保険証をご持参ください。
国民年金加入の方………加入時期や内容によって手続きが必要な場合があります。
　　　　　　　　　　　事前に問い合わせ、もしくは年金手帳をご持参ください。
125 cc 以下のバイク……転出または転入先で廃車・登録手続きが必要となります。

＜健康福祉課＞　☎ 24‒5112、24‒5197
後期高齢者医療、介護保険、乳幼児医療（妊娠中の方）、母子・父子家庭の方
児童扶養手当・身体障害者医療など

＜教育委員会＞　☎ 24‒5115
子ども手当　保育園・小中学校に在籍されている方

＜建設課＞　☎ 24‒5114
水道関係（世帯全員転出・転居などの場合は水道の休止・廃止手続きが必要です。）

住 民 異 動 届

世帯変更については、
次回ご案内致します
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届出資格

住所異動の
届け出場所

歳

住 民 異 動 届
●（注１）本人確認書類とは
＜原則　公的機関発行による顔写真付きのもの　１点提示＞
•運転免許証　•パスポート　
•住民基本台帳カード（写真有り）
•身体障害者手帳　など
＜顔写真付きでない場合は　２点以上の提示＞
•保険証　•年金手帳　•年金証書　•学生証
•住民基本台帳カード（写真無し）　
•その他公的機関発行の各種資格証など
キャッシュカードや病院の診察券は、ご本人確認の提示に
ご利用頂けません。

全国各地で第三者が本人になりすまして住所異動届
を行う事件が発生しております！
　平成20年法改正により、窓口での各届け出の際には本人
確認を実施しております。
　虚偽の届け出を未然に防ぎ、村民の皆様の財産や個人情
報を保護することを目的としておりますので、ご理解・ご
協力をお願い致します。

になったら
国民年金20

国民年金は、やがて訪れる長い老後や、生活の安定を損
なうような“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、
お互いを支え合う制度です。 
20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをし
ましょう！ 

　国民年金の加入手続きは、日高村役場の国民年金担
当窓口または年金事務所で直接お手続きください。 

　お時間に余裕がなく、窓口までお越し頂くことができな
い場合は、郵送によりお手続きいただくこともできます。

国民年金の加入手続きは、
　　　どこで行えばいいの？

　国民年金の保険料（定額）は、月額15,020円です。なお、
保険料をまとめて前払いすることにより割引される前納
制度もあります。また、定額保険料に加えて月額400円
の付加保険料を納付されると、将来、老齢基礎年金に加
えて付加年金が支給されます。 

　付加年金は「200円×納付月数」で計算されます。例え
ば10年間納付（合計48,000円）された場合の付加年金額
は24,000円です。付加保険料を納付される場合は、必ず
定額保険料を納付していただくことが必要です。

毎月の保険料はいくら？

　口座振替は、金融機関等の窓口での現金納
付に比べて便利でお得です。口座振替には、
毎月の保険料が翌月末に引落しされる翌月末
振替と、毎月の保険料がその月の月末に引落
しされる当月末振替（早割）があります。
早割は月額50円が割引されます。

　口座振替で前納制度をご利用される場
合は、現金での前納に比べてさらに割引
額が高くなります。
　詳しくは、最寄りの年金事務所にお問
い合わせください。

口座振替が便利でお得！

日高村役場本庁
　月曜～金曜日
　８時30分～17時15分
　（12時～13時は不可）
（各種手続きが必要であ
るため、能津支所での異
動届の受付はしておりま
せん。）

異動されるご本人
又は世帯主
　代理人による届け出の場
合は、委任状と代理人の方
の本人確認書類が必要です。



心の相談日
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ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
た
り
な
ん
だ
か
や
る
気
が

で
な
い
、
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
な
い
な
ど
、
病
院
に

行
く
程
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
誰
か
に
相
談
し

た
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
本
人
が
相
談
に
来

ら
れ
な
い
場
合
は
ご
家
族
の
方
の
相
談
も
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　

必
要
で
あ
れ
ば
医
師
と
訪
問
も
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
12
月
７
日（
水
）９
時
〜
12
時

場
所　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

医
師　

泉
本
雄
司
先
生

（
高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

精
神
科
医
）

★    

予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
ご
希
望
の

方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎ 

24

－

５
０
０
１

《予防接種はお済みですか？》

● 三種混合予防接種
　生後３か月から生後90か月の間に以下の回数接
種します。
Ⅰ期初回： 20日～56日までの間隔をおいて３回接

種してください。
Ⅰ期追加： Ⅰ期初回接種（３回）終了後12か月に

達した時から18か月に達するまでの期
間に１回接種してください。

　＊ 生後３か月以降できるだけ早期に接種を開始
してください。

●二種混合予防接種
　対象年齢　11歳以上13歳未満
　＊13歳になる日の前々日までに受けてください。
　例）平成10年12月20日生まれの方　　
　➡　平成23年12月18日までに受ける

● BCG予防接種
　対象年齢　生後６か月未満
　＊ 生後６か月になる日の前々日までに受けてく
ださい。

●麻しん風しん混合予防接種
　（１期・２期・３期・４期）

対象年齢 接種期間

１
期 １歳～２歳未満

＊ 生後１歳～満２歳に
達する前々日までに
受けてください。

２
期
小学校就学前の１年間
（年長組） ＊ 当該年度中（平成23

年４月１日～平成24
年３月31日まで）に
受けてください。

３
期
中学校１年生に相当す
る年齢の方

４
期
高校３年生に相当する
年齢の方

注意： 二種混合と麻しん風しん混合（２期・３期・
４期）は該当年度当初に個別通知をして
います。

　　　 まだ接種されていない方は冬休みを利用
するなどして、早めに受けましょう。

　＊病院受診される時は、予診票をご持参ください。
　＊ 転入された方、予診票をお持ちでない方は下記ま
でご連絡ください。

問い合わせ先　日高村保健センター　☎ 24－５００１

＊対象年齢を過ぎないように早めに受けましょう。
＊接種料金は無料です。

健
康
福
祉
課
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「愛おしさから生まれるもの」
～生まれてきてくれてありがとう～

　

10
月
25
日（
火
）、
日
高
村
保
健

セ
ン
タ
ー
に
て
、
日
高
中
学
校
と

加
茂
中
学
校
の
３
年
生
と
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い

の
ち
の
応
援
舎
理
事
長
山
本
文
子

先
生
を
迎
え
て
、「
愛
お
し
さ
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
」
〜
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
〜
「
い

の
ち
の
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

山
本
文
子
先
生
は
助
産
師
と
し

て
病
院
で
勤
務
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、「
い
の
ち
の
誕
生
か
ら
す

こ
や
か
な
老
後
ま
で
、
今
を
大
切

に
い
き
い
き
と
し
た
人
生
を
送
っ

て
ほ
し
い
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
る

施
設
を
つ
く
り
た
い
ね
」
と
の
思

い
か
ら
、
２
０
０
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
〝
い
の
ち
の
応
援
舎
〞
を
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助
産
院

で
は
助
産
師
と
し
て
お
産
に
立
ち

会
い
赤
ち
ゃ
ん
や
母
親
に
か
か
わ

り
、
食
事
づ
く
り
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ご
自
身
の
体
験
か
ら

「
性
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
い
の

ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
中
・
高
校
生
を
中
心
に
全
国

各
地
で
講
演
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
「
生
き
て
い
る
っ
て
あ
っ
た
か
い
」

の
言
葉
が
一
番
心
に
残
っ
た
。
当
た
り

前
の
こ
と
な
の
に
、
改
め
て
そ
の
言
葉

の
意
味
を
実
感
し
た
。
命
は
無
駄
に
し

な
い
よ
う
に
、
色
々
勉
強
し
て
い
き
た

い
。
将
来
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い

け
ど
、
今
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
。

悩
み
事
は
自
分
だ
け
で
考
え
込
ま
ず
他

人
に
相
談
し
た
り
し
て
、
一
生
懸
命
今

を
生
き
た
い
と
思
っ
た
。 

（
男
子
）

●
今
日
、
山
本
さ
ん
の
話
は
初
め
て

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
感

動
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
自
分
が
知
っ

て
い
る
こ
と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
と

は
違
っ
て
い
た
り
、
と
て
も
深
い
意
味

が
あ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
山

本
さ
ん
が
実
際
体
験
さ
れ
て
、
私
た
ち

に
悲
し
い
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と

思
っ
て
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
感
動

し
ま
し
た
。
今
私
た
ち
が
こ
こ
に
生
き

て
い
る
こ
と
、
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
は

本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
な
ん
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
も
、
父
や
母
の

顔
を
思
い
う
か
べ
る
と
涙
が
で
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
命
の
大
切
さ
、
相
手
を

思
い
や
る
心
が
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
今
ま
で
出
会
っ
た
す
べ
て
の
人

に
感
謝
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
山
本
さ

ん
に
も
感
謝
し
た
い
で
す
。 

（
女
子
）

●
今
ま
で
僕
は
性
の
こ
と
に
つ
い

て
簡
単
に
思
っ
て
い
た
け
ど
、
病

気
や
妊
娠
ま
で
い
く
と
、
人
ご
と

じ
ゃ
な
く
、
自
分
自
身
が
責
任
を

と
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、

甘
く
み
て
は
い
け
な
い
と
思
う

し
、
こ
れ
か
ら
将
来
に
向
け
て
気

を
つ
け
た
い
で
す
。
改
め
て
性
や

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
。

今
日
の
講
演
を
聞
い
て
自
分
た
ち

に
も
必
ず
関
係
し
て
く
る
こ
と
な

の
で
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し

た
。 

（
男
子
）

●
今
日
の
講
演
を
聞
い
て
、
す
ご

く
感
動
し
ま
し
た
。
私
も
大
人
に

な
っ
た
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
は
、「
生
き
て

い
る
」
と
言
う
、
ぬ
く
も
り
を
感

じ
て
大
切
に
育
て
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
少
し
ず
つ

話
の
中
に
、
本
当
に
合
っ
た
事
を

入
れ
て
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
す

ご
く
分
か
り
や
す
い
話
で
し
た
。

本
当
に
相
手
が
好
き
な
ら
ば
、
そ

の
人
の
事
を
よ
く
考
え
て
行
動
す

る
事
も
、
す
ご
く
大
切
な
事
が
分

か
り
ま
し
た
。
私
は
、
山
本
さ
ん

の
生
き
方
を
聞
け
て
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 （
女
子
）

【
感
想
】

“こころに響いた”　「いのちの講演会」
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年
末
・
年
始
の
ご
み
等
の
処
理
日
程
の
お
知
ら
せ

　

年
末
・
年
始
の
ご
み
等
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
処
理
・
処
分
場
の
関
係
で
、
左
記

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、日
程
を
確
認
の
上
、ご
み
出
し
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
末
・
年
始
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

◎
可
燃
ご
み
（
収
集
日
程
表
の
と
お
り
）

※
３
月
に
配
布
し
て
い
る
「
平
成
23
年
度
ご
み
収
集
日
程
表
」
で
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地
区
名

年
末
（
最
終
収
集
日
）

年
始
（
最
初
の
収
集
日
）

下
分
地
区

12
月
27
日（
火
）

１
月
７
日（
土
）

沖
名
地
区

12
月
30
日（
金
）

１
月
６
日（
金
）

本
郷
地
区

12
月
29
日（
木
）

１
月
５
日（
木
）

加
茂
地
区

12
月
29
日（
木
）

１
月
５
日（
木
）

能
津
地
区

12
月
28
日（
水
）

１
月
４
日（
水
）

◎
資
源
・
不
燃
ご
み

　

年
末
の
収
集
日
に
つ
い
て
は
、
収
集
日
程
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、「
缶
・
ビ
ン
類
」
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
「
仁
淀
川
中
央
清
掃
事
務
組
合
」
は
、

12
月
30
日（
金
）午
前
中
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
直
接
持
ち
込
み
を
さ
れ
る
方

は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

仁
淀
川
中
央
清
掃
事
務
組
合　

☎ 

２
４

－

５
６
３
２

し
尿
処
理
に
つ
い
て

　

し
尿
等
の
汲
み
取
り
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
年
末
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
ま
た
、
し
尿

処
理
を
行
っ
て
い
る
「
仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合
」
は
、
12
月
28
日（
水
）ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
（
12
月
中
旬
頃
ま
で
に
）
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
12
月
23
日（
金
）の
祝
日
は
営
業
し
ま
す
。

日
高
衛
生　
　
　

☎ 

２
４

－

５
６
５
５

宇
佐
公
益
社　
　

☎ 

２
６

－

０
１
７
０

い
の
え
い
せ
い　

☎ 

０
８
８

－

８
９
３

－

３
７
０
０

犬
・
猫
の
引
き
取
り
業
務
に
つ
い
て

　

12
月
の
引
き
取
り
日
は
12
日（
月
）、
19
日（
月
）で
す
。
譲
渡
会
は
15
日（
木
）で
す
。

　

年
末
は
12
月
28
日（
水
）、
当
日
の
午
前
中
ま
で
に
役
場
産
業
環
境
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

直
接
、
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
で
も
、
12
月
28
日（
水
）ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

産
業
環
境
課　
　
　
　
　

☎ 

２
４

－

４
６
４
７

中
央
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
８
８

－

８
３
１

－

７
９
３
９

産
業
環
境
課

日高村立図書館より講座のお知らせ
　高知県金融公報委員会より講師をお招きして、老後の豊
かな暮らしのために役立つお金や生活設計についての講座
を開きます。また、講座終了後には図書館にて関連図書な
どの紹介もいたします。

　これからの生活設計をお考えの方、まだ図書館を利用さ
れたことがない方、この機会に参加してみませんか？
　多くのお申込みをお待ちしております。

■当日の予定■
14時30分～ 講座：『豊かな老後のための生活設計』
 講師：小松むつ子先生（高知県金融広報アドバイザー）
16時10分～ 日高村立図書館見学

■詳細■
日　時：平成23年12月16日（金）　14時30分～16時30分
場　所：日高村商工会２階会議室
定　員：30名
参加費：無料
申　込： 12月11日（日）までに　
　　　　日高村立図書館（☎ 20‒1533）まで

教
育
委
員
会
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村外・団体インフォメーションI n f o r m a t i o n

●大人の水泳教室　Let’s 水中運動教室
　いやっし～土佐では、健康に関する様々な教室を開
催しています。健康づくりや仲間作りに、教室に参加
してみませんか？

参加資格
　医師などから運動の中止または制限を受けていない18
歳以上の方。

〔Let’s　水中運動教室〕（１時間）
●水中ウォーキングコース
開催期間　１月11日～３月28日（毎週水曜日／全12回）
講師　池澤康輔さん（健康運動指導士）
料金　4,800円
●アクアビクスコース
開催期間　１月５日～３月29日（毎週木曜日／全13回）
講師　藤澤佳伸さん（フィットネスインストラクター）
料金　5,200円
●定員　35名
●実施時間　10時30分～※受付は、15分前から行います。

【大人の水泳教室】（50分）
開催期間　２月７日～３月27日（毎週火曜日／全７回）
講師　西原香理さん、久保 睦さん（水泳指導員）
料金　4,900円
●定員　30名
●実施時間　午前10時～※受付は、15分前から行います。
※詳細は、「いやっし～土佐」までお問い合わせください。
申込方法
各教室、申込用紙に必要事項を記入し、「いやっし～土佐」
の受付に受講料金と一緒にご持参ください。

● 「いやっし～土佐」からのお知らせ

健康増進施設「いやっし～土佐」
〒781－1111　土佐市北地2290番地

☎ 088－852－7618

問い合わせ先

●改修工事のお知らせ
　平成23年12月23日（金）～12月29日（木）の
期間、プールの改修塗装を行うため、プー
ル、炭酸プール、サウナ、水風呂（冷水・
常温）は使用できません。皆様には、大変
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご
協力の程よろしくお願いします。なお、期
間中は、トレーニングルームを無料開放し
ます。運動不足が気になる方や健康づくり
を始めようと思われている方は、体験して
みませんか？

場　　所　いやっし～土佐　
　　　　　２階トレーニングルーム
開場時間　火～金　12時～20時30分
　　　　　土、日、祝日　10時～20時30分
最終入場時間　19時45分
休 場 日　月曜日
開催期間　平成23年12月23日～12月29日
対 象 者　   18歳以上の方
　　　　　 （ただし、高等学校の生徒およ

びこれに準じるものを除く。）
入 場 料　無料
※ 詳しくは「いやっし～土佐」までご連絡
ください。

● “ICですか”第８回チャージキャンペーン
　㈱ですかでは、下記期間、「ICカードですか」にチャー
ジ（現金入金）された方を対象に、高速バス乗車券や商品
券の当たる【第８回ですかチャージキャンペーン】を実施
します。

　■期間　平成23年12月１日～平成24年１月31日

㈱ですか
☎ 088－882－6366

問い合わせ先



⎫
⎬
⎭

①～③を健診実施機関窓口
に提示してください。
　※ 健診の自己負担額は、
受診券に記載されてい
る金額となります。
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● 特定健康診査・後期高齢者健診のお知らせ 平成23年度版

～東日本大震災で他地域に避難している住民の皆様～
お身体の調子はいかがですか？健診を受けて、御自分の身体の様子を確かめましょう！

　宮城県の一部の市町村では、平成23年11月から、東日本大震災により他地域に避難して
いる国民健康保険及び後期高齢者医療制度にご加入の方は、避難先でも「特定健診」・「後期
高齢者健診」を受けることができます。

１．対象者
　国民健康保険又は後期高齢者医療制度に加
入されている方のうち、以下の市町村にお住
まいだった方で、住民票を異動せずに他地域
に避難されている方。
市町村名
仙台市、石巻市、気仙沼市、塩竃市、名取市、
岩沼市、東松島市、亘理町、山元町、女川
町、南三陸町 

２．受診期間
　平成23年11月１日～平成24年３月31日まで

３．検査内容
　特定健診の基本項目に沿った血圧測定、尿
検査及び血液検査等
※詳細な健診項目（心電図、眼底検査、貧血検
査）は医師が必要と認めた時に行います。
※市町村で独自に追加している項目やがん検診
等は除かれます。

市町村等名 担当課名 お問い合わせ先
電話番号 ＦＡＸ番号 電子メールアドレス

仙 台 市 保険年金課 022－214－8351 022－214－8195 fuk005160@city.sendai.jp

石 巻 市 保険年金課 0225－95－1111
( 内線2333) 0225－95－4901 ishinspens@city.ishinomaki.lg.jp

塩 竃 市 保険年金課 022－364－1111
( 内線222) 022－367－3124 hoken@city.shiogama.miyagi.jp

気仙沼市 保険課 0226－22－6600
( 内線376) 0226－21－2245 hoken@city.kesennuma.lg.jp

名 取 市 保険年金課 022－384－2111
( 内線125) 022－384－2175 nenkin@city.natori.miyagi.jp

岩 沼 市 健康増進課 0223－22－1111
( 内線343) 0223－22－1315 kokuho@city.iwanuma.miyagi.jp

東松島市 市民課 0225－82－1111
( 内線1119) 0225－82－1328 kokuho@city.higashimatsushima.miyagi.jp

亘 理 町 保健福祉課 0223－34－0524 0223－34－7341 kenkou21@town.watari.jp
山 元 町 保健福祉課 0223－37－1113 0223－37－4144 hohuku.k@town.yamamoto.miyagi.jp
女 川 町 健康福祉課 0225－53－4990 0225－53－5248 kenshin@town.onagawa.miyagi.jp
南三陸町 町民税務課 0226－46－1373 0226－46－5348 －

４．受診の流れ
　① 避難元の市町村に「健診を受診したい」という連絡をしてく

ださい。（電話連絡可）
　② 市町村より以下のものが送付されます。
　　 ア：受診券　イ：健診実施機関リスト
　　 ウ：昨年度の健診結果（昨年受けた方）
　③「健診実施機関リスト」（同封）を確認し、受診したい健診実

施機関に健診の予約を入れてください。
　④ 予約当日、健診実施機関で健診を受診してください。（※持参

物を忘れないでください！）
　⑤ 後日、健診実施機関から健診結果が送付されます。

５．受診時に持って行くもの
　① 受診券（同封のもの）
　② 昨年度の健診結果（同封のもの）
　③ 保険証

６．受診上の注意
　◎受診前日・当日の食事、服薬などについては、受診する健診実
施機関にお問い合わせください。

制度全般のお問い合わせは、こちら。
宮城県　国保医療課
☎ 022－211－2565　　FAX：022－211－2593
E-メール：kokuhoi@pref.miyagi.jp

後期高齢者医療制度にご加入の方は、こちら。
後期高齢者医療広域連合　給付課
☎ 022－266－1021　　FAX：022－266－1031
E-メール：info@miyagi-kouiki.jp

問い合わせ先
お問い合わせとご相談は、
避難元の市町村へ
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●  第63回人権週間 みんなで築こう　人権の世紀　～考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心～

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、下
記のとおり12時間電話相談を実施します。

実施日時　平成23年12月５日（月）　９時～21時
開設場所　高知地方法務局人権擁護課
電話番号　☎ 0120－459－737（しこく なやみなし）
取扱内容　 差別待遇、暴行・虐待、いじめ、ＤＶ等、家

庭及び近隣関係等における人権問題に関する
あらゆる相談

そ の 他　 相談は無料、秘密は厳守します

　下記の日程で「くらしの悩みごと相談所」が開催され
ます。同会場において、人権擁護委員及び法務局人権擁
護課職員が、地域住民の皆さんの様々な悩みごとの相談
をお受けいたします。皆様、お気軽にお越しください。

日　時　平成23年12月７日（水）　10時～15時
　　　　※　予約制ではありません。
会　場　高知市役所　南別館　７Ｆ会議室　
　　　　（高知市本町５丁目6‒13）
相談担当者　弁護士資格を有する人権擁護委員
　　　　　　司法書士資格を有する人権擁護委員
　　　　　　法務局人権擁護課職員
相談内容　　くらしの法律相談
　　　　　　 差別待遇、暴行・虐待、いじめ、DV等、

家庭及び近隣関係等における法律・人権問
題に関するあらゆる相談

＊相談は無料で、相談内容の秘密は厳守します。

◎四国一斉12時間電話相談

◎くらしの悩みごと相談所

● 「
健
康
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ン
サ
ー
ビ
ス
」
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問い合わせ先

高知地方法務局人権擁護課　☎ 088－822－3503
問い合わせ先問い合わせ先

健康福祉課　☎ 24－5112

　法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会
では、12月4日から12月10日までを「人権週間」
と定めています。日高村でも、「人権週間」に
合わせ啓発活動並びに相談窓口を開設し、女性・
子ども・高齢者や障害のある人・部落差別など
に関する人権問題や、ストーカー・児童虐待・
いじめ・その他の嫌がらせなど、人権に関する
ご相談をお受けしています。相談は無料で、秘
密は遵守されます。お気軽にお近くの人権擁護
委員までご相談ください。

特設人権相談実施日 平成23年12月８日（木）
時間 13時～15時
開設場所 社会福祉センター

　人権擁護委員（敬称略）
　　　田中久子　（鴨地）　　
　　　岡川絹江　（岩目地）　
　　　鎭西　幹　（沖名）　

12月４日から12月10日までは、
人権週間です。

育てよう　一人ひとりの　人権意識
－思いやりの心・かけがえのない命を大切に－
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●  震災に強い人・地域・ネッ
トワークづくり講演会開催
のお知らせ

問い合わせ先
高知県南海地震対策課
〒780-8570 高知市丸ノ内１丁目２番20号
☎ 088-823-9798・FAX 088-823-9253

　高知県では、地震や津波の知識を深めることを目的
に、下記のとおり講演会を実施します。
　たくさんの方のご参加をお待ちしております。

日　時 平成23年12月23日（金）祝日　13時30分～15時

場　所 高新RKCホール
（高知市本町三丁目2-15）

講演者 東北大学　今村文彦　教授

参加費 無料

●  地震・津波に備えよう

いの警察署　警備課　川田
☎ 088－893－1234

　高知県では、昭和21年12月21日に発生した南海地震で、
○死者・行方不明者679名、負傷者1,836名、家屋全壊・流出4,846戸
　という大きな被害が出ています。
　今後の地震予測では、次表のとおり巨大地震の発生が危惧されております。

　地震、津波はいつ起こるか分からず、防ぎようのない自然現象ではあり
ますが、日ごろから地域で行われる防災訓練に参加し、地震や津波に対す
る正しい知識を備え、「いざ」というときに慌てず適切な行動がとれるよ
うにしておくことが大切です。

●  戦後強制抑留者の皆様へ

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金
を支給しています。
•対象者は、旧ソ連邦又はモンゴル国の地域に
おける戦後強制抑留者で、平成22年６月16
日に日本国籍を有するご存命の方です。
　（特別措置法施行日（平成22年６月16日）以
降に亡くなられた方の相続人は請求できます
が、試行日前に亡くなられた方のご遺族等は、
対象となっておりません。）
•請求受付期間は、平成24年３月31日です。
まだ請求されていない方はお急ぎください。
請求期間内に特別給付金の支給の請求をしな
かった場合には、支給されません。
•請求書をお持ちでない方は、当基金から請求
書類をお送りしますので、至急、当基金にお
電話ください。
※既に特別給付金を支給された方は、再度の請
求は出来ません。

連絡・問い合わせ先
独立行政法人 平和祈念事業特別基金
事業部特別給付金認定担当
0570-059-204（ナビダイヤル）
（IP電話、PHSからは03-5860-2748）
受付時間　平日9：00～18：00
（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

 

そ
の
他

託児サービスを設けています（生後６ヶ月～９
歳まで）。ご利用の方は、お子様のお名前、年齢、
緊急時電話番号を必ずお知らせください。
会場には駐車場がありませんので、最寄りの民
間駐車場をご利用ください。

申
込
方
法

参加希望の方は、12月19日（月）までに、高知県
南海地震対策課へお名前をお知らせください。
複数の参加者を一度にお申し込みの場合は、代
表者の方のお名前と参加人数をお知らせくださ
い。

地震名 地震規模
（マグニチュード）

地 震 発 生 確 率
10年以内 30年以内 50年以内

南海地震 8.4 10～20％ 60％程度 80～90％
東南海地震 8.1 20％ 60～70％ 90％程度以上

※地震調査委員会（平成22年１月１日基準）
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歌
う
「
あ
す
と
い
う
日
が
」
と
い
う

曲
が
避
難
所
で
披
露
さ
れ
て
以
来
、
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
。

　

平
成
23
年
８
月
13
日
の
高
知
新
聞
・

小
社
会
に
は
、
坂
本
九
さ
ん
の
「
見
上

４年　　斉唱「学校坂道」、リコーダー奏「オーラリー」、
　　　　合奏「あしたがあるさ」・「夢をあきらめないで」
１年　　斉唱「にんげんっていいな」、「さんぽ」
　　　　合奏「きらきらぼし」・「こいぬのマーチ」
５年　　合唱「世界が一つになるまで」
　　　　リコーダー奏「マンボNo.5」
　　　　合奏「キリマンジャロ」
たんぽぽ　歌「わらいごえっていいな」、クイズ「音あて」
　　　　演奏「大きなたいこ」
２年　　斉唱「手のひらをたいように」、合奏「山のポルカ」、「トルコ行進曲」
３年　　斉唱「きょうりゅうとチャチャチャ」、
　　　　リコーダー奏「どじょっこ　ふなっこ」・「勇気100％」、合奏「ミッキーマウスマーチ」
６年　　斉唱「ありがとう」、リコーダー奏「ラバース・コンチェルト」
　　　　合奏「コンドルはとんでいく」・「ヘビーローテーション」

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
に
つ

い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
最
後
の
一
文
は

〝
一
つ
の
歌
の
向
こ
う
に

は
、
そ
れ
に
励
ま
さ
れ
、

癒
や
さ
れ
る
い
く
つ
も

の
人
生
が
あ
る
。〞
で
締

め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

今
日
、
会
場
を
訪
れ
た
保

護
者
の
多
く
は
、
音
楽
に
よ
っ

て
楽
し
い
気
分
に
な
っ
た
り
、
我
が

子
の
成
長
を
感
慨
深
い
思
い
で
眺
め
た

り
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

県
外
の
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
親

を
対
象
と
し
た
〝
歌
の
持
つ
効
果
に
つ

い
て
〞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、「
楽
し

い
気
分
に
な
れ
る
」、「
子
ど
も
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
」
の
項

目
が
上
位
と
な
り
、
い
ず
れ
も
33
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
し
て
い
る
と
い
う
報
告
を

目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

夕
食
時
、
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
つ

つ
…
。
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１ 月 は 加 茂 中 学 校 で す

加茂小学校加茂小学校加茂小学校

　一昨年度まで学習と音楽とをいっしょに発表してきたが、昨年度より「学
習の発表」と「音楽の発表」を分け、隔年で実施するようになった。昨年
は「学習の発表」だったので今年は「音楽の発表」となり、開催時間を午
前から午後に変更。
　11月12日土曜日、午後１時半開会。内容は斉唱あるいは合唱や合奏、
リコーダー奏と、今までの取り組みを保護者や地域の方々の前で披露した。
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第151号　2011.12.１　日高村立図書館

10月の入館者数 568人コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信月

◆ 図書館利用案内 ◆

12月の予定

12月の展示

新 着 図 書 一覧は「図書館回覧板」、教委ホームページに掲載

12/10(土) 11時～11時30分 おはなしの森（朗読ひだか）

12/17(土) 11時～11時30分 マークのえいごでおはなし会

12/21(水) 15時30分～16時 おはなし会（日高読もう会）

12/24(土) 14時～15時 おりがみ教室（森下節子さん）

※次回の県立図書館移動図書館バスは、１/７(土)

「スティーブ・ジョブズ」ウォルター・アイザックソン

「人生がときめく片づけの魔法」近藤麻理恵　　　　ほか

（一般書）「老後を豊かに　暮らしとお金あれこれ」

（児童書）「クリスマス」「ちがっているからおもしろい」

新しい図書館のメールアドレス　↓

● 開館時間　10時～18時
● 休 館 日　月曜・祝日・最終日曜・年末年始

● 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間

　 日高村本郷192　　　 20－1533
　  http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

詳細はチラシ「ライブライブ」で。

hidaka-lib@mc.pikara.ne.jp

　12月 29日 (木 )～ 1月 3日 (火 )は、年末年始のために休館
します。返却の際は、返却ポストをご利用ください。
　返却日が過ぎている方には、電話やハガキでお知らせをして
おります。次に借りたい方が待っておりますので、速やかな返
却をよろしくお願いします。

　人生設計を考えるうえで、気になるお金のこと…　そんな悩
みにお応えする講座を開催します（会場は日高村商工会議所）。
詳しくは本誌のお知らせをご覧ください。関連図書の展示と、
図書館のご案内もいたしますのでぜひお気軽に。

　日高酒蔵ホールにて、日高読もう会主催の朗読会が行われま
した。酒蔵ホールの雰囲気も
あり、いつもとは違った発表
の機会になりました。
　日高読もう会の活動紹介や
おたのしみ抽選会もあり、喜
んでいただけたようです。
　詳しくは日高読もう会発行
「むらびとかわらばん」にて。

121212

　10月３日（月）日下小代休日に、若葉
子ども会では、ひまわり乳業の工場見学に
行って来ました。
　参加者は８名と少なかったのですが、工
場ではパック詰めの見学をし、牛乳ができ
るまでの説明を詳しく教えてもらいました。
また、はじめ平らな１枚の紙が機械の中で
牛乳が入り、おなじみの紙パックの製品が
出てくるのは、不思議でした。
　工場見学の後は、高知空港緑の広場（ト
リム広場）で、空港から離発着する飛行機
を間近に見ながら、遊具で遊び、お弁当を
食べて楽しく過ごすことができました。
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス

寸
評　

い
ち
び

俳句教室
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
‼

初
心
者
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
。

兼
題「

冬
・
ふ
ゆ
」

次
回
予
定　

平
成
23
年
12
月
５
日（
月
）

連
絡
先
・
東
部
福
祉
館　

☎
２
４

－

５
４
４
０

○
秋
の
夜
や
古
い
「
コ
ス
モ
ス
」

　

読
み
ふ
け
る

寺
田　

信
子

　
「
コ
ス
モ
ス
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
俳

句
教
室
か
ら
毎
月
出
し
て
い
る
句
会
報

の
こ
と
で
す
。
第
一
号
が
平
成
十
六
年

十
月
発
行
で
、
現
在
、
第
八
十
六
号
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
作
者
は
、
今
ま

で
の
古
い
「
コ
ス
モ
ス
」
を
読
み
返
し

て
い
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
第
一
号

の
句
会
報
に
は
、

　
〝
初
め
て
の
日
に
指
折
り
て
句
会
か

な
〞
と
い
う　

こ
の
作
者
の
句
が
あ
り

ま
す
。

○
運
動
会

　

ビ
デ
オ
と
つ
た
ら
よ
そ
の
孫

藤
本
フ
ジ
コ

　

同
じ
作
品
の
句
に〝
運
動
会
孫
は
ど
こ

か
と
汗
だ
く
に
〞
と
あ
る
よ
う
に
、
か

わ
い
く
て
た
ま
ら
な
い
孫
の
運
動
会
を

ビ
デ
オ
に
撮
る
べ
く
走
り
回
っ
た
の
で

す
が
…
…
。
そ
れ
で
も
、
孫
と
一
緒
に

運
動
会
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
い
い
思

い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

谷
岡　

葉
子

こ
ん
ば
ん
は
月
も
き
れ
い
だ
帰
り
道

赤
と
ん
ぼ

　

群
れ
で
輪
に
な
り
と
び
さ
つ
た

 

河
村　

孝
重

か
じ
が
森
登
る
楽
し
み
初
も
み
ぢ

秋
の
夜
つ
か
れ
た
体
に
生
ビ
ー
ル

河
村　

時
子

夕
ぐ
れ
に
蟬
と
す
ず
虫
残
暑
会

こ
の
暑
さ
シ
ャ
ツ
一
枚
で
色
気
な
し

山
中　

芳
子

し
ば
ら
く
は
月
を
眺
め
て
母
偲
ぶ

本
を
持
ち
二
階
に
上
が
り
秋
の
夜

野
村　

近
子

わ
が
夫
の
寝
息
聞
き
つ
つ
秋
の
夜よ
る

外
燈
も
ど
こ
や
ら
さ
み
し
無
月
時

岩
村　

さ
と

鳥
達
に
先
取
り
さ
れ
て
柿
は
な
く

腰
伸
ば
し
空
見
上
げ
れ
ば
十
三
夜柏

井　

皓
子

嫁
ぐ
子
の
笑
顔
の
優
し
小
春
の
日

夜
寒
さ
や
背
を
丸
め
て
夫
帰
宅

川
瀨　

晴
恵

入
院
の
夫
を
案
ず
る
夜
寒
か
な

居
る
筈
の
ベ
ッ
ド
の
空
い
て
ゐ
る
夜
寒

島
田　
　

瞳

行
商
も
盗
人
も
来
ず
柿
熟
る
る

右
枕
左
枕
の
夜
寒
か
な

鎮
西　

美
緒

破
れ
芭
蕉
く
ぐ
り
て
近
き
水
の
音

ね
ぎ
二
本
づ
つ
に
分
け
つ
つ
植
ゑ
に
け
り

中
村　

梅
子

終
電
の
帰
る
娘
を
待
つ
駅
夜
寒

草
の
上
に
木
の
実
落
ち
た
る
鈍
き
音

中
山　

美
根

此
の
齢
特
に
こ
た
へ
る
夜
の
寒
さ

患わ
ず

う
て
身
に
染
む
情
け
秋
の
暮

西
岡　

邦
彦

熟
柿
落
ち
首か
う
べを
傾
ぐ
か
ら
す
か
な

打
ち
立
て
の
饂
飩
に
乗
せ
し
新
生
姜

橋
詰
登
志
子

通
夜
の
灯
に
面
影
う
る
む
寒
さ
か
な

な
す
こ
と
の
明
日
へ
繰
り
越
す
日
短

池
野
い
ち
び

椅
子
の
上
に
胡
坐
を
か
い
て
読
む
夜
寒

秋
天
へ
差
し
上
げ
る
子
の
足
の
う
ら

駒
木　

基
克

○
大
観
の
描
く
わ
ら
べ
や
稲
の
花

　

横
山
大
観
（
一
八
六
八
〜
一
九
五
八
）

の
日
本
画
の
わ
ら
べ
と
、
地
味
で
目
だ
た

な
い
稲
の
花
と
の
、
意
表
を
突
く
よ
う
な

取
合
わ
せ
の
句
で
あ
る
。

　

大
観
は
東
京
美
術
学
校
（
東
京
芸
術
大

学
）
の
第
一
期
生
で
、
後
、
同
校
助
教
授

と
な
る
。
九
七
年
、
わ
ら
べ
を
描
い
た
〈
無

我
〉
を
発
表
し
て
注
目
さ
れ
た
。濱

田　
　

幸

○
テ
レ
ビ
見
る
膝
抱
き
よ
せ
る
夜
寒
か
な

　

秋
の
終
わ
り
頃
、
夜
の
更
け
る
に
し
た

が
い
、
急
に
気
温
が
下
が
り
、
寒
さ
を
感

ず
る
こ
と
を
夜よ

寒さ
む

と
い
う
。

　

冬
が
間
近
で
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
も
、

お
の
ず
か
ら
膝
を
抱
き
た
く
な
る
の
で
あ

る
。

伊
野
部
哲
也

街
灯
の
一
本
切
れ
て
ゐ
る
夜
寒

コ
ス
モ
ス
の
丈
に
消
え
行
く
体
育
帽
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マーク 日記 　写真のように、指定ごみ袋に色が
つき、品質改善のため、巻になり
ます。
　「資源ごみ袋」と「不燃ごみ
袋」全体に色がつき赤色と緑
色になり、わかりやすくなり
ました。写真は❶巻のもの、❷
一枚のもの、❸一枚一枚がつな
がっているものを載せてあります。
　丈夫さについては以前と変わりませんが、品質が良く
なり便利になりました。
　現在使用中の在庫が無くなり次第、順次
交換していきます。なお、袋が変わりまし
ても以前の袋は使用できます。

感謝祭
　木々がきれいに色づいてきたら…… 感謝祭
のお祝いや！そんな11月がうんと好きながよ。
　僕は本当に幸せや。色んなご縁に恵まれて……。日高
村のこじゃんち素晴らしい生徒たちに英語を教えられる
ことを、本当にありがたく思うちゅう。それには友だち
や家族の支えがあってこそとしみじみ感じるがよ。
　そしてもうひとつ！ついに手に入れた「オーブン」に
もうんとうんと感謝しちゅうで！アップルパイにかぼ
ちゃのパイ、、、そして七面鳥の丸焼きにも感謝感謝‼
　身の回りの幸せを改めて実感できる感謝祭。みなさん
の感謝の元も聞きたいちや。

Giving of Thanks
　November is one of my favorite months, the leaves change 
colors and we celebrate Thanksgiving. I am thankful for many 
things. I’m thankful that I teach English to wonderful students in 
Hidaka. I’m thankful for my friends and family and their support. I’
m thankful that I have an oven. I’m thankful for apple pie, pump-
kin pie... and baked birds! What are you thankful for?

日高村指定
ごみ袋が
変わります！

❶

❷

❸問い合わせ先

産業環境課
☎24－4647

「広報ひだか」は、再生紙を使用しています
※順不同・敬称略。　ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

ひだか  Village Now お誕生
おめでとうございます‼

ご冥福をお祈りいたします
日高村の人口
10 月末現在（前月比）

世帯数  2,474戸（－７戸）
人　口  5,633人（－16人）
男  2,658人（－５人）
女  2,975人（－11人）

氏名 享年（満） 自治会

長山　幾惠 87 歳 大橋西
西本　利男 85 歳 西ノ越
矢野　三和 84 歳 猿田
岡林　亀榮 92 歳 石田
畠山　俊輔 51 歳 桂谷
谷　　高滿 69 歳 奥ノ谷

お誕生日 氏名 性別 保護者 自治会

10月７日 依光　創
そ ら
良 男 洋一 大川内

10月９日 戸梶　葵
あおい
　 女 雅人 岡端

10月24日 安岡　真
ま ゆ
由 女 周総 江尻

10月27日 廣井　育
はぐ
心
み
女 啓太 本村

コノシメトンボ第19回

　全長38～45mm、いわゆる秋の赤トンボの一種。オス、メス共、
ハネ（翅）の先端に濃褐色の斑紋があります。本種同様、ハネ
の先端が濃褐色をした赤トンボは他にノシメトンボとリスアカ
ネが村内で見られますが、オスの体色はこれら 3種の中で最
も赤くなります。また、胸部側面にある二本の黒条が上方でつ
ながることも、大きな特徴です。
　主に平地の湿田地帯に生息し、梅雨時に羽化した成虫は一旦
水辺を離れ、標高300～400ｍほどの山林に移ります。秋雨前
線の南下後、再び水辺に戻って生殖活動を行います。赤トンボ
の仲間は種類によって空中産卵や打水（だすい）産卵、打泥（だ
でい）産卵など色々な産卵方法を使い分けしますが、本種で
は水面や水際の泥に腹の先を軽く当てるような打水、または打
泥産卵を行います。比較的寒さに強く、例年は12月中旬まで、
暖冬の年には年末年始にもその姿を見かけることがあります。
なお、晩秋になると海岸地帯に集まる傾向があります。
　四万十市や三原村など、県西部ではごく普通に見ることがで
きますが、村内では余り多くないようです。

日高村で見られる特徴的なトンボを、季節
に応じて、紹介するコーナーです。（社）ト
ンボと自然を考える会の杉村光俊常務理事
のご協力をいただき、毎月紹介しています。

日高村のトンボ

日高村の交通事故
発生状況

平成23年１～10月分（10月）

人身事故　20件（４件）
死　　者　 1名（０名）
傷　　者　20名（１名）


